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地
震
災
害
に
備
え
よ
う

　
６
月
　
日
は
「
県
民
防
災
の
日
」
で
す
。

１２

今
か
ら
　
年
前
の
昭
和
　
年
６
月
　
日
に

３１

５３

１２

発
生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
は
、
市
内
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
当
時
の

記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
平
成
　
年
５

１５

月
　
日
の
三
陸
南
地
震
、
同
年
７
月
　
日

２６

２６

の
宮
城
県
北
部
連
続
地
震
、
そ
し
て
、
昨

年
６
月
　
日
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内

１４

陸
地
震
で
は
、
地
震
災
害
の
恐
ろ
し
さ
を

あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
特
に
、
昨
年
の
６
月
　
日
午
前
８
時
　

１４

４３

分
頃
に
発
生
し
た
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地

震
」
で
は
、
震
度
６
強
を
観
測
し
た
栗
原

市
を
中
心
に
、
各
地
で
土
砂
崩
れ
や
家
屋

の
倒
壊
な
ど
が
発
生
し
、　

人
の
尊
い
命

１３

が
奪
わ
れ
た
ほ
か
、
行
方
不
明
者
　
人
、

１０

負
傷
者
４
５
１
人
を
数
え
る
大
規
模
な
地

震
災
害
と
な
り
ま
し
た
。

　
市
内
で
は
、
地
震
に
よ
っ
て
２
人
が
骨

折
な
ど
の
重
症
を
負
っ
た
も
の
の
、
幸
い

命
に
別
状
は
な
く
、
最
小
限
の
人
的
被
害

　
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
今
年
で
　
年
目
。
昨
年
の
６
月
　
日
に
発
生
し
、
多
数
の
死
傷
者
・
行
方

３１

１４

不
明
者
を
出
し
た
「
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
」
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

　「
い
ざ
」
と
い
う
と
き
、
自
分
や
家
族
の
命
を
守
り
、
被
害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た
め
に
、

わ
た
し
た
ち
は
ど
う
備
え
れ
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。
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に
と
ど
ま
り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
こ
の
地
震
に
よ
り
停
電
や
水

道
管
の
破
損
、
壁
の
亀
裂
、
一
般
住
宅
の

ブ
ロ
ッ
ク
塀
損
壊
な
ど
、
各
地
区
で
物
的

被
害
が
多
く
発
生
し
ま
し
た
。

　
こ
の
地
震
に
よ
る
火
災
な
ど
の
二
次
災

害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
こ
れ
は

宮
城
県
沖
地
震
を
教
訓
と
し
た
「
地
震
の

と
き
に
は
火
を
消
す
」
と
い
う
防
災
意
識

が
、
避
難
訓
練
な
ど
に
よ
り
広
く
浸
透
し

て
き
た
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
宮
城
県
沖
で
は
、
太
平
洋
プ
レ
ー
ト
が

陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
下
に
沈
み
込
み
、
陸

側
の
プ
レ
ー
ト
が
そ
の
ひ
ず
み
に
耐
え
切

れ
な
く
な
り
、
元
に
戻
ろ
う
と
し
て
反
発

す
る
こ
と
に
よ
り
地
震
が
発
生
し
ま
す
。

【
図
１
】

　
ま
た
、
今
年
４
月
に
は
宮
城
県
南
部
で

平
成
　
年
８
月
に
最
大
震
度
６
弱
を
記
録

１７

し
た
「
８
・
　
宮
城
地
震
」
の
震
源
付
近

１６

の
海
底
が
、
最
近
２
年
間
で
西
北
西
に
約

　
丶
移
動
し
て
い
る
と
の
観
測
結
果
が
海

１３上
保
安
庁
か
ら
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　
こ
れ
ま
で
の
宮
城
県
沖
地
震
の
発
生
状

況
を
み
る
と
、
最
短
で
　
年
の
間
隔
で
地

２６

震
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
前
回
の
宮
城
県

沖
地
震
か
ら
　
年
を
経
過
し
た
今
、
今
後

３１

　
年
以
内
に
地
震
が
発
生
す
る
確
率
は
　

３０

９９

％
と
い
わ
れ
て
お
り
、
大
地
震
は
明
日
に

発
生
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
。

海側のプレートが年間数唖
の割合で陸側のプレートの
下に滑り込み、陸側のプレー
トの先端部が引きずり込ま
れ、ひずみが蓄積する。

　
で
は
、
実
際
に
地
震
が
発
生
し
た
と
き

に
、
あ
わ
て
ず
に
的
確
に
行
動
す
る
た
め

に
は
、
ど
の
よ
う
な
準
備
を
す
れ
ば
よ
い

の
で
し
ょ
う
か
。

　
ま
ず
、
地
震
に
遭
遇
し
て
も
冷
静
さ
を

失
わ
ず
行
動
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ

の
た
め
に
は
、
自
分
の
お
か
れ
た
状
況
を

正
確
に
把
握
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、

例
え
ば
、
夜
間
の
就
寝
中
に
地
震
が
発
生

し
た
場
合
に
備
え
て
、
常
に
近
く
に
懐
中

電
灯
を
置
い
て
お
く
な
ど
の
準
備
が
大
切

に
な
り
ま
す
。

　
そ
の
上
で
、
下
に
示
す
地
震
発
生
時
行

動
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
参
考
に
自
分
や
家
族
の

安
全
確
保
、
二
次
災
害
の
防
止
な
ど
の
措

置
を
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　協力して消火活動
　救出救護活動を

　
　
　
　ラジオなどで
　正しい情報を収集

　
　
　
みんなの無事を確認
火災の発生を防ぐ

　
　
　揺れがおさまったら

　
　
　
　最初の大きな揺れ
　は約１分間

時
間
の
流
れ

 
  

  
　

 
　　

と
る
べ
き
行
動

地震発生 １～２分 ３分 ５分 １０分～

【図１】地震の発生する仕組み

ひずみの蓄積が限界に達し
たとき、大陸側のプレートが
跳ね上がり、地震が発生する。
その際、津波が発生する場合
もある。

　●まず身を守る
　　丈夫な机やテー
　　ブルなどの下に
　　身を隠す

　●素早く火の始末
　　ガスの元栓を閉
　　めて、出火を防
　　止する

　●脱出口の確保
　　建物がゆがみ開
　　かなくなる場合
　　に備え、ドアや
　　窓を開ける

　●火元を確認
　　火が出たら、落
　　ちついて初期消
　　火をする

　●安否を確認
　　倒れた物の下敷
　　きになっていな
　　いかを確認する

　●靴を履く
　　ガラスの破片が
　　散乱しているの
　　で、靴や厚手の
　　スリッパを履く

　　

　●負傷者の確認
　　負傷者が出た場
　　合は、みんなで
　　声を掛け合い協
　　力して救出・救
　　護を行う

　●避難の際は
　　ガスの元栓や電
　　気のブレーカー
　　を切り、屋根瓦
　　やブロック塀な
　　どに注意して避
　　難する

　●余震に注意
　　余震による二次
　　災害に注意する

　●正しい情報を
　　報道機関や市区
　　町村、防災機関、
　　自主防災組織な
　　どの情報を確認
　　し、デマに惑わ
　　されないように
　　注意する
　　

　●火災になったら
　　周りに大声で知
　　らせ、消火器や
　　バケツリレーな
　　どで消火する
　

　●近所で助け合う
　　災害弱者の安全
　　確保や初期消火
　　を協力して行う

　●避難所では
　　避難所ではリー
　　ダーを決め、連
　　絡体制をつくる
　　ことが大切

《地震発生時行動マニュアル》

地震災害に備えよう
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地
震
の
際
に
的
確
な

対
応
を
す
る
た
め
に
は

宮
城
県
沖
地
震
は
　
年
以

３０

内
に
　
％
の
確
率
で
発
生

９９

① ②


